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ら 7 月の含量がもっとも高く，それぞれ 3,700 mg/100 gDW，16,100 mg/100 gDW（アストラガリン相
当量）であった．また，イソケルシトリン，アストラガリン含量は 5月葉が最も高く，それぞれ 480，

























実生産期における雌雄別のラジカル捕捉活性は，雄株葉が雌株葉の 1.6 倍であった． 
 
4. 製造方法がヤマモモ葉茶の機能性成分含量に及ぼす影響 
ヤマモモ葉を用いて製茶試験を行い，製造方法の違いによる機能性成分含量およびラジカル捕捉活性
の差異を検討した．その結果，目的とする成分により，適切なヤマモモ葉茶の製造方法は異なり，T-AsA
含量，ミリシトリン含量を高く維持するためには，蒸熱処理を１分間行うことで，低コストな機械乾
燥法でも凍結乾燥法に近い含量を保持できることが明らかとなった．また，総ポリフェノール含量，
ラジカル捕捉活性の高いヤマモモ葉茶を製造するためには，蒸熱処理を行わずに機械乾燥すれば良い
ことが判明した．また，市販健康茶との比較により，ヤマモモ葉茶のラジカル捕捉活性は，非常に高
いレベルであることが明らかとなった． 
 
本研究で著者らは，島根県内で未利用資源として扱われていたカキおよびヤマモモ葉について，機能
性および機能性成分含量が高い時期等を検討し，また製造工程および保存中においてそれらの成分を
保持できる製造方法を明らかにすることで，高機能健康茶の製造技術を明らかにした．現在，本研究
成果を活用した柿葉茶およびヤマモモ葉茶が島根県内数箇所で製造・販売されている． 
 
